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横・211移動　縦・53.5移動（45.5）

　

８
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、
委
員

６
名
が
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参

加
し
た
。

　

昨
年
の
研
修
会
と
違
っ
て
、
大
学

教
授
の
「
議
会
の
活
性
化
と
広
報
」

の
題
で
講
義
を
受
け
、
議
会
広
報
の

役
割
と
意
義
に
つ
い
て
認
識
を
新
た

に
し
た
。

　

ま
た
、
群
馬
県
草
津
町
長
の
「
町

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
」
の
講
演
で
は
、

東
の
温
泉
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
う
町

の
泉
質
主
義
を
貫
き
、「
仲
良
く
」

と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
は
よ
く
理
解
で
き
た
。

　

観
光
に
対
す
る
考
え
や
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
話
さ

れ
た
が
、
立
山
町
の
取
り
組
み
方
と

似
て
い
る
点
も
多
く
、
た
い
へ
ん
参

考
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
た
て
や
ま
議
会
だ
よ
り
第

19
号
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

い
た
。
表
紙
の
組
写
真
は
評
価
さ
れ

た
が
、
記
事
の
ま
と
め
方
や
見
出
し

の
つ
け
方
な
ど
、
私
た
ち
の
気
付
か

な
い
点
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
の

で
、
今
後
の
参
考
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
得
た

こ
と
を
活
か
し
て
、
町
民
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
議
会
広
報
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

〈
参
加
者
〉

委
員
長　
　

舟
橋
貴
之

副
委
員
長　
　

町
田
信
子

委　
　

員　
　

坂
井
立
朗

〃　
　
　

窪
田
一
誠

〃　
　
　

村
田　

昭

〃　
　
　

米
田
俊
信
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平
成
17
年
7
月
11
〜
13
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

自
然
と
の
共
生

　
　
「
ふ
る
さ
と
自
然
塾
」

総務常任委員会

地域再生で活性化をめざす
北海道深川市・伊達市・白老町

平成17年7月7～9日

議
会
広
報
特
別
委
員
会

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ざ
し
て

平
成
17
年
8
月
25
〜
26
日

東
京
都
千
代
田
区　
シ
エ
ー
ン
バ
ッ
ハ
砂
防
会
館

　

岩
手
県
玉
山
村
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
す
ず
ら
ん
ガ
ー
デ
ン
」

は
ハ
ー
ド
面
で
優
れ
た
施
設
で
あ

り
そ
の
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
た
。

人
口
１
３
、８
２
４
人
、
世
帯
数

４
、２
５
３
戸
の
村
で
立
山
町
の

１
／
２
以
下
で
あ
る
。
老
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
導
入
で
、
介
護
面
で
も
進
ん
だ

取
り
組
み
を
し
て
い
る
施
設
で
あ

り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
施
設
見

学
も
含
め
説
明
を
受
け
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

一
、
寝
た
き
り
防
止
の
対
応
…
経

営
栄
養
の
方
で
も
食
事
時
間
は

も
と
よ
り
、
日
中
は
で
き
る
だ

け
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
し
て
頂
く

よ
う
に
し
て
い
る
。

二
、
拘
束
処
置
の
摘
要
事
例
…
胃

ろ
う
チ
ュ
ー
ブ
技
去
及
び
自
傷

行
為
・
ろ
う
便
行
為
が
見
ら
れ

る
方
は
、
介
護
着
ま
た
は
ミ
ト

ン
を
使
用
し
て
い
る
。

　

職
員
定
数
は
７
７
・
５
名
で
平

成
16
年
度
事
業
収
入
は
４
億
４
千

万
円
で
４
千
万
円
の
差
益
が

あ
っ
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

す
ず
ら
ん
ガ
ー
デ
ン
の
特
徴

は
、
経
営
者
が
医
師
で
あ
り

万
一
の
時
に
は
即
、
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

次
に
星
空
日
本
一
の
岩
手

県
衣
川
村
の
廃
校
利
活
用
「
衣

川
ふ
る
さ
と
自
然
塾
」
の
視
察
を

行
っ
た
。
人
口
５
、１
２
５
人
で

世
帯
数
１
、４
０
２
戸
、
面
積
１
、

６
３
５
2ｍ
、
当
初
予
算
５
３
億
円

の
村
で
あ
る
。

　

平
成
11
年
か
ら
13
年
に
か
け
て
、

旧
大
森
分
校
を
自
然
体
験
ハ
ウ
ス

に
改
修
す
る
な
ど
、「
自
然
と
の

共
生
」
だ
け
で
な
く
「
暮
し
に
視

点
」
を
お
き
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、

自
然
と
人
間
の
く
ら
し
を
考
え
る

「
ふ
る
さ
と
自
然
塾
」
が
整
う
。

　

昨
年
度
、
宿
泊
・
日
帰
り
利
用

者
は
８
、８
７
２
人
。
村
の
中
心

部
か
ら
12
�
程
離
れ
た
周
囲
を
広

葉
樹
の
森
に
囲
ま
れ
た
な
か
に
作

ら
れ
て
お
り
、
忙
し
い
日
常
か
ら

離
れ
、
時
に
は
心
と
体
を
人
里
離

れ
た
自
然
の
中
に
置
く
の
は
こ
れ

か
ら
の
現
代
社
会
に
お
い
て
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
立
山
町
に

於
い
て
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い「
ふ
る
さ
と
自
然
塾
」
が
一
日

も
早
く
で
き
る
よ
う
思
い
を
新
た

に
し
た
。

〈
参
加
者
〉

委
員
長　
　

米
田
俊
信

副
委
員
長　
　

町
田
信
子

委　
　

員　
　

窪
田
一
誠

〃　
　
　

村
井
隆
夫

〃　
　
　

土
肥
洋
之

〃　
　
　

岡
本
宣
宏

岩
手
県
玉
山
村
・
衣
川
村

　

深
川
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
市
で
、
地

域
活
性
化
の
た
め
の
地
域
再
生
計
画
の
認
定

を
受
け
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
情
報
化
を
進
め
て
い
る
。

　

野
幌
森
林
公
園
は
札
幌
市
近
郊
に
あ
り
面

積
２
千
余
ha
の
広
大
な
公
園
で
、
道
で
管
理

し
て
お
り
職
員
９
人
の
配
置
と
、
委
託
費
約

７
千
４
百
万
円
を
か
け
て
い
る
。
公
園
に
は
、

北
海
道
百
年
記
念
塔
・
開
拓
記
念
館
・
自
然

ふ
れ
あ
い
交
流
館
な
ど
が
あ
り
、
道
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

伊
達
市
は
「
北
の
湘
南
」
と
呼
ば
れ
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
地
域
再
生
計
画
と
し
て
進
め
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
住
環
境
・
安
心
ハ
ウ
ス
・

優
良
田
園
住
宅
・
配
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
て
い
る
。

　

白
老
町
の
ポ
ロ
ト
自
然
休
養
林

で
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
遊
歩
百

選
に
入
っ
て
い
る
湖
の
外
周
を
散

策
で
き
る
施
設
に
は
年
間
２
万
人

が
自
然
と
触
れ
合
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
自
然
を
取
り
入
れ
な

が
ら
個
性
的
に
や
ろ
う
と
の
意
欲

を
感
じ
た
。

〈
参
加
者
〉

委
員
長　
　

村
田　

昭

副
委
員
長　
　

桑
原
米
蔵

委　
　

員　
　

藤
井
忠
則

〃　
　
　

福
田
吉
彌

〃　
　
　

吉
川
毅
一

〃　
　
　

佐
伯
靖
彦

　

現
在
建
設
中
の
千
垣
・
芦

峅
寺
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
富

山
県
内
で
は
初
め
て
の
好
気

性
ろ
床
法
を
取
り
入
れ
た
も

の
で
あ
り
、
丸
野
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
そ
の
先
例
で
あ
る
こ

と
か
ら
視
察
し
た
。

　

こ
の
好
気
性
3
床
法
と
は
、

消
毒
方
法
が
塩
素
の
代
わ
り

に
紫
外
線
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
特
徴

は
、

一
、
3
床
内
で
の
浄
化
工
程
・

逆
洗
工
程
の
自
動
化
・
汚

泥
濃
度
管
理
が
不
要
な
た

め
雑
持
管
理
が
容
易
で
あ

る
。

二
、
3
床
内
で
の
反
応
時
間

が
短
く
最
終
沈
殿
池
が
不

要
な
の
で
設
置
面
積
が
小
さ
く

て
よ
い
。

三
、
流
入
水
の
変
動
に
対
し
て
も

安
定
し
た
処
理
を
行
え
る
。

な
ど
で
あ
る
。

　

金
山
町
は
平
成
16
年
3
月
に
4

町
1
村
が
新
設
合
併
し
た
こ
と
に

よ
り
下
呂
市
金
山
町
と
な
っ
た
。

面
積
8
5
1
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

人
口
3
万
9
千
人
で
、
91
％
が
山

林
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
に
力
を

入
れ
、
市
金
体
の
普
及
率
は
、
計

画
に
対
し
て
約
50
％
で
、
農
業
集

落
排
水
で
は
、
80
％
で
あ
る
。

　

供
用
開
始
に
対
し
て
の
普
及
戸

数
の
割
合
は
約
70
％
で
あ
り
、
普

及
率
ア
ッ
プ
に
様
々
の
融
資
や
補

助
制
度
が
あ
っ
た
。

　

立
山
町
は
今
盛
ん
に
下
水
道
の

整
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

下
呂
市
の
良
い
所
を
大
い
に
取
り

入
れ
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
た
。

〈
参
加
者
〉

委
員
長　
　

桑
原
米
蔵

副
委
員
長　
　

村
井
隆
夫

委　
　

員　
　

吉
川
毅
一

〃　
　
　

高
嶋
清
光

〃　
　
　

土
肥
洋
之

〃　
　
　

佐
伯
靖
彦

下水道事業対策特別委員会

岐阜県下呂市金山町

平成17年9月29日

紫外線で処理する浄化センター


